










Development and Function of Community Sport Clubs 
A Case Study of a Women’s Swimming Club in E City 
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7ラプ名iP j K j L j M j B j T j Ka j合 計
人数 I19 I 29I 17 I 14I 10 I 10I 10 I 109 
被検者のクラブ別人数は表1に示した通りである。集計は，NEC , PC 9800 VM 4を用い，

























































































































































年 齢 N % 
32 2 1.83% 
33 1 0.92 
34 1 0.92 
35 2 1.83 
36 5 4.59 
37 4 3.67 
38 3 2.75 
39 5 4. 59
40 8 7.34 
41 2 1.83 
42 4 3.67 
43 4 3.67 
44 3 2.75 
45 0.92 
46 2 1.83 
47 5 4.59 
48 2 1.83 
49 5 4. 59 
50 2 1. 83 
51 2 1.83 
52 7 6.42 
53 4 3.67 
54 6 5.50 
55 3 2.75 
56 4 3.67 
57 4 3.67 
58 3 2.75 
59 2 1. 83 
60 1 0.92 
61 2 1. 83 
62 2 1.83 
63 1 0.92 
65 2 1. 83 
66 3 2.75 
67 1 0.92 
NA 1 0.92 








表3 継続 年 数







































































仁コ ト10 .. 50以上 巴ヨNA




























































































































表6 動 機 の分類
I頁 目 人数 % 
身体的動機 69 57.5 % 
技術的動機 16 13.33 
社会的動機 8 6.67 
家族の影響 7 5.83 
その他 4 3.33 









）身体的健康価値 （体力づく り・運動不足解消・肥満防止 ・美容）
）精神的健康価値 （好奇心・決断力・勇気 ・忍耐力 ・自主性 ・注意力・集中力・ 豊か
な個性）







注；ト 身 体的 精神的 社会的 生 j屋 競技力向上
82 75.23% 6 5.50% 。 。% 4 3.67% 5 4.56% 
2 12 11. 01 40 36.70 14 12.84 19 17 .43 。 。
3 3 2.75 20 18.35 34 31.19 21 19.27 5 4.59 
4 。 。 14 12.84 30 27.52 32 29.36 5 4.59 
5 。 。 5 4 .59 4 3.67 5 4.59 61 55.96 
NA 12 11. 01 24 22.02 27 24. 77 28 25.69 33 30.28 
109 100 109 100 109 100 109 100 109 100 
た。そのほかには，精神的健康価値に l位を付けた人は5.5%，生涯教育に 1位を付けた人は



































必 要 97 
不 必要 I 2 















































表10 家族へ の影響 (109名100%)
工頁 目 は L、 L、 b、 え
夫が一緒lこ；永ぐようになった 14 12.84% 95 87 .16% 
子ともが一緒に泳ぐようになった 36 33.03 73 66.97 
クラプ員と家族ぐるみの付き合いをするようになった 12 11.01 97 88.99 
家族の雰囲気が明るくなった 25 22.94 84 77.09 
家族の雰囲気が暗くなった 。 。 109 100 





















55.96% 夫 8 13.11% 
子ども 36 56.02 
39.45 友人 28 45.90 























































































表14 クラブへの満足度 民主的 71 65.14% 
満足 88 80.73% 専 制的 0.92 
不満 。 。 どちらとも 1 10.09 
どちらでもない 12 11.01 わからない 15 13.76 
NA 9 8.26 N A 11 10.09 
よロ〉、 計 109 100 」口〉、 計 109 100 
表16 クラフ員の活動態度 表17 成員自身の活動態度
自主的 45 41.28% 自主 的 46 42.20% 
依存的 36 33.03 依存的 30 27.52 
どちらとも 13 11. 93 どちらとも 21 19.27 
わからない 6 5.50 わからない 2 1.83 
N A 9 8.26 N A 10 9 .17 
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